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皆
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
か
わ
ら
版
を
ご
愛
読

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

   

一
昨
年
か
ら
「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史
街

道
を
行
く
ー
社
寺
城
郭
・
幕
末
史
—
」
を

お
送
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
名
古
屋
城

と
名
古
屋
城
下
町
を
お
送
り
し
ま
す
。
今

月
は
名
古
屋
の
町
が
で
き
る
前
の
沖
積
低

地
と
洪
積
台
地
の
歴
史
を
お
伝
え
し
ま
す
。

★
先
史
時
代
の
尾
張

   

名
古
屋
城
下
町
の
地
域
は
、
西
に
庄
内

川
の
沖
積
低
地
が
広
が
り
、
南
東
部
に
洪

積
台
地
、
東
部
か
ら
北
東
部
に
か
け
て
は

丘
陵
地
が
続
く
東
高
西
低
の
地
形
で
す
。

名
古
屋
城
と
城
下
町
は
熱
田
神
宮
と
と
も

に
、
地
盤
の
良
い
洪
積
台
地
の
上
に
乗
っ

て
い
ま
す
。

   

尾
張
国
の
地
域
に
は
約
三
万
年
前
の
旧

石
器
時
代
か
ら
人
々
が
住
み
始
め
ま
し
た
。

約
一
万
二
千
年
前
以
降
の
縄
文
時
代
に
は

多
く
の
集
落
が
誕
生
し
ま
す
。

   

そ
の
当
時
の
海
岸
線
は
現
在
よ
り
も
相

当
北
に
あ
っ
た
た
め
、
洪
積
台
地
や
丘
陵

の
奥
部
ま
で
海
が
浸
入
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
痕
跡
と
し
て
名
古
屋
の
各
地
で
貝
の

化
石
や
貝
塚
が
発
掘
さ
れ
ま
す
。

   

後
に
名
古
屋
城
下
町
と
な
る
地
域
も
海

岸
に
面
し
て
お
り
、
そ
の
最
南
端
部
が
宮

宿
で
あ
り
、
松
巨
島
で
す
。

   

縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
に
変
わ
る
約

三
千
年
前
の
頃
、
名
古
屋
の
北
西
、
北
東
、

東
、
南
東
域
に
集
落
が
誕
生
し
ま
す
。

   

や
が
て
弥
生
人
の
集
落
は
洪
積
台
地
の

中
に
広
が
り
、
後
の
尾
張
国
の
基
盤
が
形

成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
畿
内
か

ら
来
て
住
み
着
い
た
勢
力
の
中
に
尾
張
氏

の
先
祖
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

   

洪
積
台
地
は
名
古
屋
台
地
、
熱
田
台
地
、

瑞
穂
台
地
、
八
事
台
地
、
鳴
海
台
地
に
分

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
背
地
で
あ

る
東
部
丘
陵
地
は
尾
張
丘
陵
と
も
呼
ば
れ
、

地
域
ご
と
に
竜
泉
寺
丘
陵
、
東
山
丘
陵
、

鳴
子
丘
陵
、
有
松
丘
陵
等
の
呼
称
が
あ
り

ま
す
。

   

木
曽
三
川
と
日
光
川
、
庄
内
川
の
南
東

部
の
洪
積
台
地
と
東
部
丘
陵
地
に
、
尾
張

国
の
基
盤
と
な
る
人
々
の
集
落
が
形
成
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。

   

河
川
の
下
流
域
に
は
沖
積
低
地
が
徐
々

に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
庄
内
川
、
矢
田

川
の
上
流
は
土
砂
や
粘
土
の
多
い
地
域
で

あ
り
、
そ
れ
ら
が
下
流
に
堆
積
し
、
干
潟

や
中
州
や
自
然
堤
防
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
土
砂
や
粘
土
の
多
い
上
流
域
は

瀬
戸
や
美
濃
で
あ
り
、
後
に
窯
業
が
盛
ん

に
な
る
地
域
で
す
。

   

庄
内
川
や
矢
田
川
の
西
を
流
れ
る
木
曽

三
川
の
中
下
流
域
に
は
さ
ら
に
大
規
模
な

沖
積
低
地
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
上
に
古
代

東
海
道
、
佐
屋
街
道
、
津
島
街
道
、
鎌
倉

街
道
、
美
濃
街
道
等
が
誕
生
し
ま
す
。

★
尾
張
氏
の
登
場

   

神
話
時
代
か
ら
古
代
初
期
に
か
け
て
大

和
王
権
と
関
係
の
深
い
尾
張
氏
が
こ
の
地

域
を
支
配
し
て
い
き
ま
す
。

   

古
代
も
五
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
入
る
と
、

尾
張
氏
は
畿
内
周
辺
地
域
に
お
け
る
有
数

の
豪
族
と
し
て
台
頭
し
、
尾
張
氏
の
墳
墓

と
さ
れ
る
断
夫
山
古
墳
や
氏
神
を
祀
っ
た

熱
田
社
が
造
営
さ
れ
ま
し
た
。
熱
田
社
に

は
三
種
の
神
器
の
ひ
と
つ
で
あ
る
草
薙
剣

が
祀
ら
れ
、
熱
田
神
宮
に
発
展
し
て
い
き

ま
す
。

   

志
段
味
や
大
高
に
残
る
古
墳
や
古
社
の

存
在
か
ら
も
、
こ
う
し
た
地
域
に
も
尾
張

氏
が
定
住
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
ま

す
。

   

こ
の
頃
に
は
、
東
部
丘
陵
域
で
須
恵
器

（
陶
器
の
原
型
）
の
生
産
が
始
ま
り
、
陶

器
生
産
の
中
心
地
と
な
り
ま
す
。
美
濃
焼

等
の
中
世
陶
器
は
尾
張
の
須
恵
器
か
ら
発

祥
し
ま
す
。

   

六
四
五
年
、
倭
国
は
大
化
の
改
新
に
よ

っ
て
隋
・
唐
の
律
令
制
に
倣
っ
た
中
央
集

権
的
な
律
令
国
家
に
移
行
し
ま
す
。
地
方

も
支
配
体
制
が
整
備
さ
れ
、
尾
張
国
は
中

島
、
海
部
、
葉
栗
、
丹
羽
、
春
部
、
山
田
、

愛
智
、
智
多
の
八
郡
か
ら
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
地
方
の
政
治
の
中
枢
で
あ
る
国

衙
（
こ
く
が
）
は
中
島
郡
の
稲
沢
に
設
置

さ
れ
ま
す
。

   
九
二
七
年
に
全
国
の
神
社
一
覧
で
あ
る

「
延
喜
式
神
名
帳
」
が
編
纂
さ
れ
ま
し
た
。

尾
張
国
で
は
熱
田
社
を
始
め
、
宮
簀
媛

（
み
や
ず
の
ひ
め
の
）
命
（
み
こ
と
）
を

祀
る
氷
上
（
ひ
か
み
）
姉
子
（
あ
ね
ご
）

神
社
、
尾
張
氏
の
祖
神
を
祀
る
尾
張
戸

（
お
わ
り
べ
）
神
社
な
ど
二
十
社
以
上
が

載
っ
て
お
り
、
尾
張
氏
と
結
び
つ
い
た
神

社
が
尾
張
国
各
地
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

★
国
衙
と
街
道

   

古
代
国
の
国
衙
と
大
和
王
権
の
都
と
の

間
に
は
道
が
整
備
さ
れ
、
駅
制
が
敷
か
れ

ま
し
た
。
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
に
か

け
て
の
前
期
駅
路
は
、
幅
員
四
丈
（
約
十

二
メ
ー
ト
ル
）
程
度
の
直
線
的
な
規
格
で

あ
り
、
地
形
に
応
じ
た
切
盛
土
を
行
い
、

堅
固
な
路
面
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

   

約
四
里
（
約
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
ご

と
に
駅
（
う
ま
や
）
が
設
置
さ
れ
、
用
務

を
帯
び
た
官
吏
等
が
駅
鈴
の
交
付
を
受
け
、

駅
馬
を
乗
り
継
い
で
駅
路
を
往
来
し
ま
し

た
。

   

五
畿
七
道
（
ご
き
し
ち
ど
う
）
は
大
和

王
権
が
定
め
た
律
令
制
下
の
地
方
行
政
区

画
で
す
。
五
畿
は
大
和
、
山
城
、
摂
津
、

河
内
、
和
泉
の
五
国
、
七
道
は
東
海
道
、

東
山
道
、
北
陸
道
、
山
陽
道
、
山
陰
道
、

南
海
道
、
西
海
道
を
指
し
ま
す
。
五
畿
の

中
心
で
あ
る
都
と
七
道
の
間
に
敷
か
れ
た

の
が
駅
路
で
す
。

   

ち
な
み
に
江
戸
時
代
の
五
街
道
は
、
江

戸
を
起
点
と
し
た
東
海
道
、
中
山
道
、
甲

州
街
道
、
日
光
街
道
、
奥
州
街
道
を
言
い

ま
す
。

   

尾
張
国
は
古
代
東
海
道
に
属
し
て
お
り
、

駅
路
は
道
と
し
て
の
古
代
東
海
道
に
な
り

ま
し
た
。
尾
張
国
内
に
は
両
村
、
新
溝
、

馬
津
の
三
駅
が
設
け
ら
れ
、
後
の
中
世
鎌

倉
街
道
、
近
世
東
海
道
の
原
型
が
誕
生
し

ま
す
。

★
中
世
那
古
野
荘

   

来
月
は
中
世
尾
張
に
進
み
ま
す
。
現
在

の
名
古
屋
城
下
町
北
部
に
那
古
野
荘
が
形

成
さ
れ
ま
す
。
乞
ご
期
待
。




